Transformation of No play SUMIDAGAWA into Britten's Opera Curiew River by 石川, 伊織 & Ishikawa, Iori
オペラ“Curlew River”における能『隅田川』の変容
石川伊織
Transformation of No play "SUMIDAGAWA" 
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オベラ”Curle、v　River”における能『隅田川」の変容
旅人は上行して下行する三連符を含む主題を持
ち、コントラバスの低音とハープの三連符による
分散和音の伴奏が伴う（譜例8）（CR14）。狂女の
主題は上行と下行を繰り返す不安定な音程と三連
符からなる旋律で、これにはフルートの伴奏が伴
う　（譜例9および2）（CR．25＞。しかも、狂女の主
題の不安定な音程は、フルートによる都鳥の鳴き
声の模倣の冒頭の音程と同じ上行完全4度である。
　リプレットの文章についての考察が中心の本稿
では充分に論じる余裕はないが、これらの主題相
互の関係にまで踏み込めば、さらに興味深い結論
が出てくるであろうbしかし、オペラが音楽を中
心に構成されている点で、舞に収敏する能と大き
く違う構造になってくることはこれだけでもわか
るだろう。　・
（譜例9）
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　ブリテンが　r隅田川』を2度も観て感激したの
はわかる。　しかし、℃urlew　River”は、内容的
にも構造的にもかくも異なった作品として完成し
た。彼がライナー・ノ“一ツに寄せた文章の中で述
べているところによれば、演能を見て彼が感銘を
受けたのは、単純だが感動的なストーリーであり、
省略された様式であり、緊張度の高い習熟を重ね
た演技であり、美しい装束であり、語りと謡いの
絶妙な組み合わせ等々であったようである。そし
て、これらはどの国の歌手でも俳優でも学ぶべき
ものだと考えた。彼のオペラ化の意図はその辺に
あった。しかし、物語から日本的な特色を取り去
るために中世のヨーロッパに舞台を移しはした
が、物語の主題を変えるつもりはなかったようだ
（註2）。そうであるとすると、様式性や上演スタ
イルを踏襲しストーリーも踏襲するつもりで、出
来上がったものはストーり一の点でも様式の点で
も、まったく異なったものであった、ということ
になる。
　ブリテンがここであげている能の特徴なるもの
は、しかしギリシア古典悲劇とも共通する点が多
いことは指摘しておいても良いだろう。そしてま
た、ギリシア古典悲劇の復興を目指してルネサン
ス期のフィレンッェで始まったのがオペラのそも
そもの発端であったことも重要だろう。あるいは、
ブリテンは日本から学んだつもりで、ヨーロッパ
のオペラの伝統の基本的な部分に立ちかえったの
だとは言えないだろうか。
　ところで、そもそもの主題である「失踪した子
と狂乱の母」というテーマには、両者で相違する
点は無いのであろうか？　おそらくは、全ての地
上の情愛の関係が超越的な絶対神の「神の愛」の
もとに収敏するキリスト教世界であるからこそ、
死せる「母の子」が受難せる「神の子」となるこ
とが可能であり、神の子が復活して母を救済する
ことが可能になるのである。’Go　your　way　in
peaceと子が母に呼びかけられるのは彼がキリス
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トだからである。全ての地上の情愛が神のもとに
集約されるのであるから、天国で相見えた時にも
母子の関係が特権化されることはありえない。こ
うした愛と救いを前提にした母の愛とその愛ゆえ
の狂乱とは、テキストの表層における現れ方はと
もかくとしても、能のr隅田川』と共通するとこ
ろは嶽外に少ないのではあるまいか。r隅田川』
において狂女が特別な地位を獲得しているのは、
狂女の教漣のゆえではなく、死せる子の母という
特権性のゆえだからである。ここでもまた、彼我
の差異が目立つのである。
・もとより、この小論は能の歴史や特性はおろか
「隅田川』についてさえ充分なことを論じるに足
るほどのものでもなく，オペラについても不充分
なものでしかない。特に今回は詞章に重きを罎い
たが、音楽的な観点や所作や舞の観点からも分析
する必要はあるだろう。それに、ブリテンが内容
を変える意図はなかったと言っているにもかかわ
らずこうまで違った作品になったとすれば、ブリ
テンが下敷きとした日本学術振興会の英訳の信愚
性をも疑ってみる必要もあろう。これらの問題に
対しては、稿を改めて答えを出すことにしたい。
このスコアには舞台装置や歌手の所作、また立
ち位置等を指示する詳細な別冊が付属している
（PROPひOT∫ON　ATO　TES、4ND　REMARKS
α＞THE　STYLE　OF　PERFORMING　CURLEVV
RIVERr　by　BENJAM】［N　BRITTEN＆WILLIAM
PLOMER）。こちらからの引用も本文中に括弧
で記し、当該頁を指示する前にPRと添える。
｛1）ブリテン自身の監修によって1965年6月に録
　音された演奏の復刻CDに添付されたライナ
　ー・ノーッによるeBenjamin　Britten：Curlew
　River，　Music　under　the　direction　of　Benjamin
　Brltten　and　Viola　Tunnard，　Reccording
　location：Orford　Parish　Church，　June　1965．
　LONDON　4218582，　p典並のCDはイギリスで
　プレスされたものである。日本語版は寡聞にし
　て知らない。
｛2）前掲書p．4
引用するテキストについて
頻繁に引用する『隅田川』と℃urlew　River”の
テキストは以下の通り。
・能『隅田川』：「日本古典文學大系40謡曲集（上）』
　岩波書店。引用個所は本文中に括弧で記し、’当
　該頁を指示する前に「能」と添える。・
・Curlew　River：Benj　amin　Britten，　Curievv　River：
　A　PARABLE　FOR　CHURCH　PERFORMANCE，
　Op．71．　Libretto　based　on　the　Medieval　Japanese
　No－play　Sumidagawa　of　Juro　Motomasa（1395－
　1431）by　W工LLIAM　PLOMER，　FABER　AND
　FABER　L工MITED，　London（1965）．引用個所は
　本文中に括弧で記し、当該頁を指示する前に
　CR．と添える。この版はリバー一サル用のスコア
　であるため、詞章は短いフレーズであっても数
　ページに及ぷことがある。したがって、「唖頁以
　下」を示すf，またはff，の記号は省略する。なお、
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